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離島・へき地医療学講座 
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た離島勤務の意識調査. 第 48 回日本医学教育学会 

7. 小屋松淳, 山梨啓友, 門田耕一郎, 村瀬邦彦, 前田隆浩, 森内浩幸: 一過性航アルカリフォスファターゼ血症の女児の
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身長との関連. 第 74 回日本公衆衛生学会 

19. 清水悠路, 小屋松淳, 永吉真子, 玉井慎美, 有馬和彦, 青柳潔, 前田隆浩：脳卒中リスクとしての低身長. 第 74 回日本
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20. 濱口由子, 相良郁子, 久芳さやか, 牟田久美子, 松坂雄亮, 石居公之, 安武亨, 前田隆浩, 永田康浩：医学部医学科生に
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21. 小屋松淳, 山梨啓友, 門田耕一郎, 清水悠路, 永吉真子, 吉田麻衣, 奥村あすか, 宮野澄男, 潮谷有二, 大園恵幸, 青柳

潔, 前田隆浩：離島医療保健実習における学生の意識変化〜テキストマイニングによる評価を用いて〜. 第 47 回日本

医学教育学会 

22. 小山善哉, 齋藤俊行, 玉川春美, 前田隆浩, 澤頼隆, 中山浩次：五島市における医療介護職を対象とした摂食・嚥下ケ

ア事業. 九州口腔衛生学会平成 27 年度総会 

 

学会発表数 

A－a A－b B－a B－b 
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 0 1 0 0 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

前田隆浩・教授 理事 日本プライマリ・ケア連合学会 

前田隆浩・教授 副会長 日本ﾌﾟﾗｲﾏﾘ・ｹｱ連合学会長崎県支部会 

前田隆浩・教授 委員 スマートウェルネス住宅等推進調査委員会 

前田隆浩・教授 副委員長 長崎県油症対策委員会 

前田隆浩・教授 副委員長 自治医科大学地域医療フォーラム実行委員会 

前田隆浩・教授 代表世話人 全国地域医療教育協議会 

前田隆浩・教授 委員 ねんりんピック長崎 2016五島市実行委員会 

前田隆浩・教授 委員 全国医学部長病院長会議地域医療検討委員会 

前田隆浩・教授 委員 五島地区肝炎対策委員会 

前田隆浩・教授 委員 長崎県五島中央病院倫理委員会 

前田隆浩・教授 委員 新型インフルエンザ対策協議会 

前田隆浩・教授 委員 五島保健所地域・職域連携推進協議会 

前田隆浩・教授 委員 長崎県医師会医療政策・診療報酬等対策協議

委員会 

前田隆浩・教授 委員 長崎県五島中央病院治験審査委員会 

前田隆浩・教授 委員 長崎県五島中央病院群研修管理委員会 

前田隆浩・教授 評議員 日本生理人類学会 

前田隆浩・教授 評議員 日本病院総合診療医学会 

前田隆浩・教授 委員 五島市保健対策推進協議委員会 

前田隆浩・教授 委員 五島市予防接種健康被害調査委員会 

前田隆浩・教授 委員 日本医学教育学会地域医療・多職種連携教育

委員会 
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前田隆浩・教授 副会長 ながさき健康・省エネ住宅推進協議会 

前田隆浩・教授 委員長 長崎県・総合診療専門医養成推進委員会 

前田隆浩・教授 委員 長崎県地域医療構想調整会議 

前田隆浩・教授 代議員 日本疫学会 

山梨啓友・助教 パプアニューギニア結核診療プロジェクトメン

バー 

国境なき医師団 

山梨啓友・助教 国際緊急援助隊感染症対策チーム 国際協力事業団 

山梨啓友・助教 生活支援コーディネーター 長崎県 

 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(B) 

Wntシグナルと骨・血管連関の生理的多型性 

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

血管リモデリングが動脈硬化に及ぼす生理

的多型及び、機能的潜在性の解明 

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

地域枠出身医師の進路に関するコホート研

究 

前田隆浩・教授 日本医療研究開発機構（AMED） 代表 疾病・介護予防 PHRモデルに関する研究 

介護予防政策へのパーソナル・ヘルス・レコ

ード（PHR）の利活用モデルの開発 

前田隆浩・教授 厚生労働省 分担 地域医療基盤開発推進研究事業 

へき地医療において提供される医療サービ

スの向上とへき地医療に従事する医師の労

働環境改善に係る研究 

前田隆浩・教授 日本医療研究開発機構（AMED） 代表 Medical Artsの創生に関する研究 

外科、がん、看護、リハビリ等の新たな医療

技術やソフトウェアの開発、クラウド型広域

調剤情報共有システムの構築と有効性・安全

性の検証 

山梨啓友・助教 日本学術振興会 代表 若手研究（B） 

Microbleeds を用いた細動脈硬化症による

脳卒中発症の病態解明 

山梨啓友・助教 明治安田厚生事業団  代表 若手研究者のための健康科学研究助成 

地域在住高齢者の国際比較研究 動脈硬化

に着目したサルコペニアの病態解明 

山梨啓友・助教 かなえ医薬振興財団  代表 アジア・オセアニア交流研究助成 

地域在住高齢者の国際比較研究 動脈硬化

に着目したサルコペニアの病態解明 

山梨啓友・助教 長崎県地域医療の研究支援を目的

とした医師団 

代表 頭 部 MR に お け る 微 小 出 血 (cerebral 

microbleed)の関連マーカーの開発 

小屋松淳・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

カネミ油症患者から出生した新生児におけ

る発達発育予後評価の取り組み 

前田隆浩・教授 佐々町 動脈硬化を中心とした生活習慣病関連因子

の調査・研究 
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特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

前田隆浩・教授 新規ヒト形質細胞様樹状細胞株 2005年 8月 2012年 6月 特願 2005-234389 

 
その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

前田隆浩・教授 非常勤講師(地域医療学) 国立大学法人 徳島大学 
 


